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議
事
の
な
か
の
報
告
事
項
の
ひ
と

つ
め
は
20
年
度
の
活
動
報
告
か
ら
。

こ
の
８
月
に
出
版
記
念
会
を
控
え
た

同
窓
会
の
記
念
誌
の
発
行
に
向
け
て

の
取
り
組
み
状
況
を
企
画
担
当
か
ら

説
明
し
た
。
編
集
委
員
会
は
合
計
７

回
開
き
、
池
川
順
子
特
別
顧
問
を
お

迎
え
し
て
編
集
に
厚
み
が
加
わ
っ
た

話
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
例
年
通
り
『
会
報
し
ら

さ
ぎ
』
も
発
行
さ
れ
た
が
、
や
は
り

記
念
誌
へ
の
取
り
組
み
と
関
連
し
、

同
窓
生
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
広
く

公
平
に
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
手

を
尽
く
す
と
い
う
意
味
で
、
発
行
時

期
も
内
容
も
主
に
記
念
誌
へ
照
準
を

合
わ
せ
て
行
な
っ
た
、
と
い
う
報
告

だ
っ
た
。

　
「
支
部
強
化
」
の
動
き
が
か
つ
て
の

諸
先
輩
方
の
活
動
を
彷
彿
と
さ
せ
る

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
そ
の
裾
野
が
広

が
っ
て
来
て
い
る
話
に
は
、
勇
気
を

与
え
ら
れ
る
同
窓
生
も
多
か
っ
た
の

●
退
職（
平
成
20
・
８
・
31
）生
活
科
学
部
講
師 

髙
橋  

孝
子
。（
平
成
20
・
９
・
30
）生
活
科
学
部

准
教
授 

佐
藤  

之
紀
、
文
化
学
部
准
教
授  
イ
ア

ン
・
ア
ン
ズ
マ
ン
ガ
ー
、
看
護
学
部
教
授 
齋
藤  

信
也
。（
平
成
21
・
３
・
31
）生
活
科
学
部
講
師  

松
井  

慶
子   

同
助
手  

佐
野  

尚
美
、
文
化
学
部

講
師  

マ
イ
ケ
ル
・
ペ
イ
ン
タ
ー
、
看
護
学
部
講

師 

佐
東  

美
緒  

同
助
教  

池
田  

貴
子 

、
水
津  

朋
子
、
中
河  

亜
希
、
社
会
福
祉
学
部
教
授 

川

﨑  

育
郎  

同
准
教
授  

吉
野  

由
美
子
、
玉
里  

恵

美
子
。

●
採
用
（
平
成
20
・
10
・
１
）生
活
科
学
部
教

授 

村
上  

尚
、
同
准
教
授  

清
水  

扶
美
。（
平
成

21
・
４
・
１
）文
化
学
部
准
教
授  

ジ
ョ
ン
・
エ

ス
ポ
ジ
ー
ト
。
看
護
学
部
教
授 

池
田  

光
徳
、

同
教
授  

畦
地  

博
子
、
同
助
教  

大
坂  

京
子
、

坂
本  

章
子
、
下
元  

理
恵
、
冨
川  

順
子
。
社

会
福
祉
学
部
教
授   

林  

美
朗
、
杉
原  

俊
二
、

同
准
教
授  

後
藤  

由
美
子
、
同
講
師  

上
白
木  

悦
子
。

平
成
21
年
度
し
ら
さ
ぎ
会 

総
会
報
告

５
月
16
日
（
土
）

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

  

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で

１
． 

開
会
の
言
葉

２
． 

名
誉
会
長
挨
拶

３
． 

し
ら
さ
ぎ
会
会
長
挨
拶

４
． 

議
長
選
出

５
． 

議
事

　
（
１
）
報
告
事
項

　

平
成
20
年
度
活
動
報
告

　

平
成
20
年
度
会
計
報
告

　

平
成
20
年
度
会
計
監
査
報
告

　
（
２
）
審
議
事
項

　

平
成
21
年
度
活
動
計
画
案

　

平
成
21
年
度
予
算
案

　

会
則
の
改
正

　

役
員
改
選

　

そ
の
他

６
． 

閉
会
の
言
葉

平
成
20
年
度
活
動
報
告

平
成
21
年
度
活
動
計
画

会
則
の
改
正

さ
よ
な
ら
調
理
実
習
室

人
事
消
息
教
職
員
（
敬
称
略
）

しらさぎ会のホームページは、
　kochi-wu.ac.jp/~sirasagi/
しらさぎ会のe-mailは、
　sirasagi@cc.kochi-wu.ac.jp

山根　洋右　  （学長）
渡邊　浩幸        （生活科学部）
五百蔵   高浩　（文化学部）  
宅見　美佐子  （生活）
林　昭子            （看護）
川口　順子       （家政）
彼末　富貴       （食栄）❸
北岡　宏美       （家政）❼　
岡田　渓子　  （看護）❻
坂本   ひとみ    （国文）
川村　真美       （食栄）❷
坂本　美和       （国文）
塩見　安代　  （社福）
上村　絵理菜  （社福）
堀内　和美　  （理学）
西谷   抄希子    （国文）❶
山重　　慶　  （生活）❺
橋村　夏世　  （食栄）❹
西岡　道子　  （食栄）

名誉会長
顧　問

会　長
副会長

書　記

会　計

奨学金担当
広　報 

支部強化

企　画

会計監査

平成 21・22年度 しらさぎ会役員
役  割

しささぎ会（本部）新役員

氏名と所属・卒業学科

会
員
数
の
お
知
ら
せ
で
す
。

●
し
ら
さ
ぎ
会
員
は
、
こ
の
春
、
学
部
卒

２
３
１
人(

生
活
科
学
部
・
文
化
学
部
・
看

護
学
部
・
社
会
福
祉
学
部)

、
大
学
院
修
了
29

人(

健
康
生
活
科
学
研
究
科
・
看
護
学
研
究

科
・
人
間
生
活
学
研
究
科)

を
迎
え
、
総
勢

９
千
８
４
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

● 誌面のあちこちに、「ご協力を」とか「反
応を待つ」とか書いていますので、事務局の
連絡先を再び書いておきます。 
☎とファックス     088（875）7107 
事務局員の勤務は木 •金 10 時～16 時です。

　　固定した役職は作らず、毎年決まって
 　　　　　 11月の第2土曜に「京たち花」で会　
　東海支部は、愛知県を中心に岐阜県・三重県・静岡県・新潟県
まで200名以上の会員がいます。固定した支部の組織、支部長
という役職はありませんが、毎年11月の第2土曜日に支部の同
窓会を開いています。今年も11月14日（土）、ロイヤルパーク
イン名古屋「京たち花」で行います。名古屋駅から徒歩で3分の
便利の良い所です。
　参加しますと、学科、学年を越えて何十年も前の学生の気分に
戻り、和気藹々と話が弾みます。恩師のこと、趣味、健康、家庭
のこと、お互いの子どもさんの結婚話まで、話題も様々で、ちょっ
と刺激を受け、心豊かになります。楽しく時間が過ぎていきます。
　今年は5月の支部長会に幹事の一人•玉木貴知子さんに出席い
ただいたので、最近の大学の動きやら代議員制の話も話題にした
いと考えています。支部の皆さん、お誘い合わせの上ぜひご参加
ください。（今年度幹事　田中智恵子　国文10回）

第一期卒業生の生き方に将来の希望を感じる総会
　京阪神支部は、平成20年11月22日に、2年に一度の支部総
会を開催しました。私たち主催者側の準備不足もあり、24名と
いう少人数になってしまいました。しかし、それ故に全員が自己
紹介で近況を語り合うゆとりがあり、およそ四十歳もの年齢差が
参加者にあるとは思えないほど、アットホームな雰囲気の会にな
りました。
　高知からわざわざご参加いただいた元英文学科の宇久先生から
は、変化しつつある女子大への期待や不安などの話をきかせてい
ただき、会員はそれぞれに母校に対する愛着の思いを改めて持っ
たようでした。
　昭和24年第一期卒業生の、とても魅力的なお二人に接し、あ
こがれやこれからの生き方に希望的なものを感じさせていただく
ことができました。
　全くつながりのなかった人どおしの会話もはずみ、2年後の再
会を楽しみに思いながら別れました。（支部長　松浦順子）

若い世代から、支部運営の活性化を望む提案！
　同窓会の役割をどのように捉えるのか、例えば、大学の教育研
究の充実発展のために後方支援する、また、同窓のよしみを結び
合う、ということが考えられる。
　母校から遠く離れた地域に暮らす関東支部の私どもは、学部・
学科も異なり卒業年度も幅がでてくると共通の同窓会への『思い』
を一つに束ねていくことが、ともすると困難な状況にある。
　そのような状況にあって、支部運営が活性化できるような事業
を考えていくことが必要ではないか、と若い世代から意見が出た。
通常の総会・懇親会だけではなく、広く国内外で活躍されている
卒業生を講師にお願いし、講演会を午前中に設定し、午後に総会・
懇親会を開催する、などの案が出されている。今後事業計画でき
るか検討していくことになっている。
　また、若い世代を取り込む工夫がいるのではないか、役員交代
のあり方など検討していく時期にきている、などの意見が出され、
現役員会は意見交換を活発に行なっている。（支部長　原礼子）

東海支部

京阪神支部

関東支部

式 次 第で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
１
回
目
の

支
部
長
会
の
報
告
、
さ
ら
に
各
支
部

の
総
会
報
告
も
な
さ
れ
た
。
下
の
表

１
と
２
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

奨
学
金
貸
与
事
業
で
は
在
学
生
一

人
に
50
万
円
を
貸
与
し
た
報
告
、
そ

の
他
、
学
長
諮
問
会
議
とJICA

事

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
修
了
式
と
歓
送
会

に
宅
見
会
長
、
川
口
副
会
長
が
出
席
。

ま
た
宅
見
会
長
出
席
の
も
と
、
卒
業

式
、
入
学
式
で
は
卒
業
生
260
人
に
小

風
呂
敷
を
、
新
入
生
236
人
に
タ
イ
タ

ッ
ク
校
章
を
贈
呈
し
た
報
告
が
そ
れ

ぞ
れ
な
さ
れ
た
。
役
員
会
は
８
回
開

催
。
ま
た
、
直
前
に
開
か
れ
た
支
部

長
会
の
報
告
で
は
支
部
担
当
理
事
か

ら
、「
各
支
部
の
活
動
報
告
の
あ
と
、

い
か
に
若
い
人
た
ち
へ
の
支
部
会
参

加
を
呼
び
か
け
る
の
か
、
ま
た
代
議

員
制
へ
の
移
行
に
向
け
て
代
議
員
の

人
数
の
こ
と
な
ど
、
会
則
に
つ
い
て

の
提
案
を
行
な
い
諮
っ
て
い
た
だ
い

た
」
こ
と
な
ど
。

　

こ
れ
は
、
続
く
本
年
度
の
活
動
計

画
案
と
も
関
連
し
、
さ
ら
に
は
会
則

改
正
に
つ
い
て
諮
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
、
条
文
を
例
に
挙
げ
て

の
詳
し
い
説
明
（
後
述
し
ま
す
）
を

会
長
が
行
な
っ
た
。
別
紙
（
同
封
）

表
３
に
会
則
改
正
案
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、

ど
う
か
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
近
く
の
役
員
な
り
、
事
務
局
へ
の

電
話
、
メ
ー
ル
な
り
、
ぜ
ひ
反
応
を

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
60
年
記
念
誌
に
つ
い
て

の
活
動
計
画
で
は
８
月
の
出
版
記
念

会
の
演
し
物
と
し
て
同
窓
生
や
在
学

生
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
や
コ
ー

ラ
ス
の
企
画
の
こ
と
、
ま
た
発
行
予

定
が
４
月
か
ら
８
月
に
延
び
た
の
は
、

寄
稿
者
の
原
稿
の
上
が
り
具
合
が
残

念
な
が
ら
遅
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
主
な
原
因
と
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
報
の
発
行
、
名
簿
の
整
理
、

支
部
強
化
、学
生
へ
の
支
援
（
奨
学
金
・

寮
）
な
ど
の
活
動
は
、
継
続
ず
る
と
の

方
針
が
承
認
さ
れ
た
。

　

い
ち
ば
ん
大
き
な
改
正
の
提
案
は

（
支
部
の
設
置
）
に
つ
い
て
の
第
16
条

【表 1】平成 20年度　総会開催支部　　
１）高知県支部：平成 20 年５月 17 日（土）
　　　高知女子大学永国寺キャンパス　
　　　講義棟２階 251 教室　出席者　47 名
２) 愛媛支部： 平成 20 年６月 22 日（日）
　　　愛媛県今治市馬島「民宿　みはらし」　
　　　出席者 13 名（寺内アヤ子先生）
３）東海支部：平成 20 年 11 月８日（土）
　　　ロイヤルパークイン名古屋「京たち花」　
　　　出席者８名
４）京阪神支部：平成 20 年 11 月 22 日（土）
　　　ホテルニューオオタニ大阪（宇久眞雄先生）
　　　出席者　24 名
５）広島支部：平成 20 年 10 月 13 日（月）
　　　クルージングなど　出席者　12 名
６）徳島支部：平成 20 年 11 月 15 日（土）
　　　クレメントホテル　出席者　37 名

【表 2】平成 21年度　支部会員数（H21 年４月現在）
関東支部（東京、神奈川、埼玉、千葉、茨城、栃木、群馬、
山梨）516 人●東海支部（愛知、岐阜、長野、三重、
静岡、新潟）234 人●京阪神支部（大阪、京都、奈良、
和歌山、兵庫、滋賀）773 人●岡山県支部 257 人●
広島県支部 161 人●山口県支部 63 人●香川県支部
463 人●愛媛県支部 545 人●徳島県支部 559 人●
高知県支部 3,022 人●九州支部（福岡、佐賀、長崎、
熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）509 人　

で
あ
る
。
各
支
部
よ
り
、
最
低
１
名
の

代
議
員
を
選
出
、
会
員
数
が
多
数
の
場

合
は
概
ね
300
人
に
１
名
の
割
合
で
選

出
す
る
と
い
う
条
文
。

　
「
会
則
の
変
更
を
会
員
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
来
年
の
総
会
で
決

し
て
以
後
実
施
と
い
う
の
が
、
よ
り
親

切
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
と
、
宅
見

会
長
が
席
上
強
調
し
た
。

　

健
康
栄
養
学
科
の
移
転
に
伴
い
、
調

理
実
習
室
に
別
れ
を
惜
し
む
催
し
が
10
月

31
日
に
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
﨑
淳
子

名
誉
教
授
を
中
心
に
「
高
知
の
郷
土
食
を

作
っ
て
、
一
緒
に
食
べ

ま
し
ょ
う
！
」
で
、
サ

バ
寿
司
、
こ
け
ら
寿
司
、

巻
き
寿
司
、
田
舎
寿
司

そ
の
他
も
り
だ
く
さ
ん
。

チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

❶         ❷      ❸               ❹              ❺                 ❻           ❼

新年度役員の自己紹介「乞うご協力！」

事務局の山川
真弓さんも皆
さまにご挨拶

顧問の渡邊浩幸先生もご出席くださった

粛々と総会のようす。議長は北村伸さん（食物栄養4回）

連絡先のお知らせです。
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編集
後記
　
　
　

  

▼
昨
年
に
引
き
続
き
、
60
年
記

念
誌
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
で
発
行

の
時
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
か
。

　

本
年
の
支
部
長
会
で
会
報
の
制
作
経
費
を

抑
え
る
話
題
が
出
た
記
事
を
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
会
報
を
要
る
か
ど
う

か
尋
ね
て
、
無
駄
な
部
数
を
減
ら
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
ご
提
案
で
し
た
。
地
球
規
模
で

考
え
て
も
大
事
だ
と
、
広
報
委
員
会
で
も
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
読
ま
れ
な
い
も
の
は
無

駄
に
な
る
だ
け
で
、
一
部
単
価
の
問
題
よ
り
、

全
体
で
経
費
を
抑
え
る
こ
と
を
優
先
し
て
考

え
る
べ
き
だ
と
、
当
然
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
年
に
一
度
の
、
唯
一
と
も
言

え
る
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
手
段
を
、
そ
う
簡

単
に
は
手
放
せ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
皆
さ

ん
、
会
報
を
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
も
、
心
を
こ
め
て
色
々
案
を
練
っ
て
い
ま

す
か
ら
！　

で
は
ご
き
げ
ん
よ
う
。

（
広
報  

坂
本
美
和  

塩
見
安
代  

上
村
絵
理
菜
）

〒780-8515 高知市永国寺町5-15  高知女子大学内 ●（088）875-7107●

し
ら
さ
ぎ
会
の
伝
言
板

皆
さ
ん
の
声
の
行
き
交
う
情
報
交
差
点

レ
ー
ダ
ー
拡
大
版

　

日
本
の
皆
さ
ん
、
暑
い
夏
を
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
お
伺
い
致
し
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
、
パ
リ
で
ミ
ニ
同
窓
会

を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
会
報
に
載
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
致
し
ま
し
た
が
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
報
を
出
し
た
後
で
し
た
。
今
年
の
会
報
に
間
に
合
う
で
し
ょ
う
か
。
記
事
が
古
く
な
り
ま
す
が
、
構
わ
な
か
っ
た
ら
掲
載

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
嬉
し
い
こ
と
に
こ
う
い
う
お
便
り
を
遥
々
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
い
で
す
ね
ぇ
、
羨
ま
し

い
で
す
ね
ぇ
〜
と
い
う
わ
け
で
、
喜
ん
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
広
報
係
）

　両手に持った熱いお茶のマグカップから伝わ
る心地良いぬくもりを楽しみながら、あの時の
楽しかった思い出の写真を眺めています。
　昨年の５月 28、29、30 日の３日間、私たち
７名は花のパリでミニクラス会を持ちました。
卒業式後、40 年をへて、パリで再会する友人
もいて、奇跡のような、信じられないような出
会いをしました。これというのもフランス在住
35 年（このうちパリ 15 年）の亀井さんがいらっ
しゃったからできたことでした。
　亀井さんの発案、企画、実行で、日本からの
先発隊、５名は南仏も楽しまれましたが、私だ
けはパリで合流となり、この時点でミニクラス
会がスタートしました。私だけが夫持参（笑）
でしたけれど、黒一点の彼を丁重に扱っていた
だき感謝でした。パリ観光の主たるところを
堪能し、夜は同じホテルに皆で泊まり、ちょっ
とした修学旅行気分も味わいました。お口も達
者に動きましたが、足も良く動きました。フラ
ン スの芸術、文化に圧倒されっ放しの３日間で
したが、こんなまたとない、幸せな機会を作って下さった亀井さんに私たち６名は
口を揃えて感謝、感謝のミニクラス会となりました。　　
　次はポートランドでお会いしましょうというお約束で、お別れしました。写真は
エッフェル塔をバックにした私たちです。確かにパリです、という貴重な写真です。
お天気が悪かったので、良くとれていませんが、60 ン歳とは思えない若さではない
でしょうか！　家政学部生活科学科 13 回生　ストラウド啓子（ポートランド、オ

レゴン州在）

巴里で 40年ぶりの同窓会

『近代日本経済史の諸問題』

金谷嘉郎（かなたに  よしお）名誉教授が出版
　暮れも押し詰まった2008年 12月 25日付で、
金谷名誉教授の近代日本経済史に関する論文
が単行本に纏められました。明治前期の地主
制がどのように発展したかを分析した第 1
章から、補論「幕末期の農村雇傭労働者層
の動向」まで、160頁に亘る詳細な分析。
とくに、明治大正昭和初期の大阪市と高
知県の賃金格差の研究は、現代日本の
格差社会を彷彿とさせる数字が並び、

「学問」を興味深く楽しめそうです。知る楽！

　2008年 11月 19日（水）に第13回高知
県文化環境功労者表彰が行われました。高知
女子大学名誉教授の市村金次郎先生が、高知
県文化環境功労者表彰【国際交流】を受賞さ
れました。

▲左から平岡順子、伊藤章子、スト
ラウド啓子、加藤雅子、近藤修子、

樋田公子、亀井昭子の皆さん

受 賞

ご冥福をお祈り致します。
　上記の嬉しいご報告と同時掲載になって
しまい誠に残念ですが、思いもかけず市村
金次郎先生におかれましては、平成 21 年
7月 8日午後 2時 25 分、膵臓がんのため
市内の病院で死去されました（80歳）。謹
んでお知らせし、お悔やみ申し上げます。
　また、前田忠夫先生は平成 21 年 1 月 9
日に、松浦千代子先生は 1月 13 日に、児
平文雄先生におかれましては5月16日に、
死去されました。謹んでお悔やみを申し上
げます。合掌。


